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宗谷岬灯台の一般公開について
～日本最北の灯台～

稚内海上保安部では、皆様に海難防止の啓発及び航路標識の役割等の
理解を深めていただくため、宗谷岬灯台の一般公開を下記のとおり実施
いたします。

１ 一般公開日時
令和４年７月３０日（土）午前１０時から午後３時までの間

２ 公開する施設
宗谷岬灯台

３ 展示物等
（１）灯台用機器・灯台用電球・写真パネル・模型展示
（２）灯台一般公開記念カード、ペーパークラフト等の配布
（３）海上保安官募集、マリンレジャー事故防止パンフレットの配布
（４）着ぐるみ（うみまる）による広報活動
（５）万国旗及び幟の設置

４ その他
（１）小雨の場合は実施します。なお荒天や新型コロナウィルス感染拡

大の状況によっては、急遽中止となる場合があります。
（２）灯台の一般公開は無料です。

宗谷岬灯台
光りかた 毎３0秒に４閃光

実効光度 ８００,０００カンデラ（ろうそく1本が約１カンデラです）

光達距離 １７．５海里（３２．４キロメートル）

高 さ 地上から頂部まで １７．０メートル、海面上から灯火まで ３９．８メートル

宗谷岬灯台は、明治18年(1885年)9月25日に設置され、以来今日まで宗谷海峡の安全を

守っています。

北海道では根室市の「納沙布岬灯台」(明治5年(1872年)7月12日)、小樽市の「日和山

灯台」(明治16年(1883年)10月15日)に次いで三番目に古い灯台で、日本最北の灯台と
して親しまれています。

また、「あなたが選ぶ日本の灯台50選」にも選ばれています。


